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・関西テレビで放映
　�「スーパーニュースアンカー」 （2014、2015年）
　「めざましテレビ」（2015年）�
　「ゆうがたLIVE ワンダー」（2015年）
　「報道ランナー」（2018年）
・NHKテレビで放映
　�「ニュース610京いちにち」�
（2014、2017、2019年）
・読売テレビで放映
　「かんさい情報ネットten．」（2018年）
・テレビユー福島で放映 （2017年）
・KBS京都ラジオに出演
　�「笑福亭晃瓶のほっかほかラジオ」�
（2014、2016、2017年）
・京都三条ラジオカフェ（FM79.7）に出演
　�「ハローラジオカフェ～おはようさんどす」
（2017年）
　「Happy NPO」（2017年）
　「わくわく京の公共人材！」（2019年）
・FMおとくにに出演
　「リヴ☆ラジ」（2019年）

・�京都市立桂中学校で活動紹介（2015、2017年）
・�京都市立洛西中学校で活動紹介�
（2018年、2019年）
・芦屋市立小槌幼稚園で活動紹介（2015年）
・�講演会「100年先もミンナソラノシタ」：�
長岡京エンパワネット主催（2016年）
・�講演会「ミンナソラノシタ幼稚園留学とは？」：
コープ自然派京都主催（2017年、2019年）
・大阪NPOセンターにて講演（2018年）
・堺市市民活動コーナーにて講演（2018年）

福島の子どもたちを 応援

テレビ・
ラジオ

講 演

・�第８回ソーシャルビジネスプランコンペ�
（大阪NPOセンター）グランプリ（2015年）

・�あしたのまち・くらしづくり活動賞（あした
の日本を創る協会）振興奨励賞（2015年）

・�第７回京の公共人材大賞（京都府）最優秀賞
（2019年）

受 賞

　室内砂場を寄贈
　�子どもがまんなかフェスティバル（郡山市私立幼稚園協会主催）
に室内砂場用ホワイトサンド8トンを寄贈（2015年）

　こどもぼうさいスケッチブックを寄贈
　�子どもがまんなかフェスティバルにスケッチブック1000冊を寄贈
（2016年）

　ハンドソープを寄贈
　�イオン幸せの黄色いレシートキャンペーンで得た資金や、石鹸メーカーの
ご協力でハンドソープを寄贈（毎年）

多くの企業、団体、幼稚園、個人の皆さまから、多額のご寄付を頂戴しました。
紙面の都合上、お一人おひとりのお名前は記載していませんが、厚く御礼申し上げます。

寄付金

◯ 京都府地域力再生プロジェクト交付金
◯ 京都オムロン地域協力基金
◯ 京都新聞社会福祉事業団
◯ 庭野平和財団　　　　◯ キリン堂　　　◯ ラッシュジャパン

◯ タケダ・赤い羽根広域避難者支援プログラム
◯ 子どもゆめ基金
◯ 向日市社会福祉協議会

今までいただいた補助金・助成金
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ミンナソラノシタの活動・幼稚園留学を通して

　留学期間中は、子どもたちが怪我や病気を
せずに過ごせたことと、お母様もお元気に過
ごされて何よりでした。遠方からの移動に加
えて慣れない場所での生活は気苦労も多かっ
たと思います。
　そして今回は天候にも恵まれて暖かい日が
続きました。ミナソラ主催の「秋まつり」当
日も好天の下で賑やかにイベントを催すこと
が出来ました。「福島のお母さんを囲むお話
会」には多くの方にお集まりいただき、あり
がとうございました。
　留学中の出来事を、お父さんに見せるため
日記に書いていた子がいました。年中さんな
のになんと漢字まで書いていました！原文の

まま紹介します。

「とうちゃん　あのね　京との人たちは
あかりたちが　
きょうとのようちえんにかよえるように
きょう力してくれてるんだって
うれしいね　ありがとうだね
おおきにっていうんやね　
父ちゃん　大すきやねん」

覚えたての関西弁がかわいらしいですね。こ
んな素敵な文章を残してくれてありがとう。

� ミンナソラノシタ　小塚 真緒

　東日本大震災当時、私は大学生でした。現
地ボランティアは時間のある学生の役目だと
思い、時間の許す限り石巻や松島、大船渡、
陸前高田などへ赴きました。関西に帰ったら
学生同士で情報交換をたくさんし、できるこ
とを日々模索していました。ただ、福島の原
発については「これは難しい問題だ」という
一言で片づけてしまい、話題に上がることを
避けていたように思います。
　母親になって１年がたった2018年春に、
ミナソラに入りました。初めて出会う同世代
の福島ママの話は、心に刺さるものがありま
した。私が”難しい問題”としていたことが、
日々の生活に直に関わる身近な問題であると

いう現実に、ただただ涙を流すことしかでき
ませんでした。そして、同じように子を愛す
る母親として、同じように明るい未来を願う
者として、他人事とは思えませんでした。
　この幼稚園留学の間、福島ママからたくさ
んのことを教えていただきました。福島のこ
とはもちろん、親のありかた、大人の責任、
そして我が子を愛する愛情の深さ…。母親と
して尊敬すべきところがいくつもありまし
た。京都－福島と距離はありますが、ずっと
心から応援しています。またお会いできる日
を楽しみにしています。

� ミンナソラノシタ　吉田 侑香里
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＜後援＞
公益財団法人福島県私立幼稚園・認定こども園連合会、福島県郡山市私立幼稚園協会、京都信用金庫

＜special thanks＞
黒田征太郎（株式会社エスエーエス）、株式会社一澤信三郎帆布、特定非営利活動法人リンデン福祉会、

株式会社キリン堂、京都鉾町ライオンズクラブ、国際ソロプチミスト京都−西山

「手さげカバン」や「こどもぼうさいスケッチブック」を、バザーや記念品、指定用品として
全国各地の幼稚園に採用いただいています。
入園・入学で必要な物に選んでいただくことが、継続的な福島の子どもたちの応援につながります。
皆さまのご協力をどうぞよろしくお願い致します。

ミンナソラノシタオリジナル

こどもぼうさいスケッチブック
￥500

（1冊につき￥100の寄付）

ミンナソラノシタ×黒田征太郎×リンデン

手さげカバン
￥2,000

（１つにつき￥300の寄付）

ミンナソラノシタ×一澤信三郎帆布

ショルダーバッグ
￥12,000

（１つにつき￥2,000の寄付）

利益の一部を「福島こども応援基金」に積み立てています

ミナソラサポーター ショップのご紹介
こちらの協力店舗でミナソラの「手さげカバン」を販売してくださっています。
販売利益は全額福島子ども応援基金にご寄付いただいています。
マルヤス （向日市立向陽小学校横）	 Books&Cafe Wonderland （JR向日町駅前）
京料理 松長 （京都市中京区高倉通御池）	 リンデン福祉会 （京都市北区紫野）
Honda Cars 乙訓 （向日市上植野）



幼幼稚稚園園留留学学
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メンバー随時募集中！


